	不思議な記事との再会と「ヒーリング」


HEALING(ヒーリング)とは英語のHEAL(ヒール)/｢傷を治す、悲しみをいやす｣が元になった言葉で、治療を意味する｡ヒールは古英語で健康(HEALTH)に対応し､｢健康な｣を意味した。ヒーリングはさまざまな治療法を意味する言葉だが､現代ではストレスに疲れた心身を全体的にケアする｢癒し｣の意味で使われることが多い。

さて、肝心の見出しの記事の話に戻ろう。

■1999年の7月9日｡話はその前日にさかのぼる。朝目覚めの時に気付く、母が亡くなってから2度目に私のところに来てくれたことを。（最初のときは私たち長男夫婦が仕事のため､仮り引越しをした1989年5月12日のことだった。その時は、「あ､お母さん｡●●(我が息子)の小学校の入学祝のお赤飯食べてもらってなかったね～」「うん､(笑顔)でももういかなくっちゃね。」少ない会話なのに全て心と心で気持ちよく会話しているような楽しい余韻が残っていた…

■ところが今回は違っていた。前回と同じ明け方だったが、「誰？お母さんだよね？何？どうしたの？…」母は悲しそうな顔をして無言のまま気配を消してしまったのだ。

■翌日の午後、町医者で診断してもらった父の話を､義妹と２人で聞き､大したことはなかったと胸をなでおろして帰ったのだった。（母は何を伝えたかったんだろう。）

■その夜、携帯電話が鳴り、父は今から市民病院に行きたいという。弟が先にかけつけてくれ遅れて病院に行くとその後急変して血痰が出たことがわかった。2度目だった。父は直感が働き、運もよかった。その道の第一人者たる森先生がポケベルで駐車場から呼び戻され、ちょっと迷った末に、気道確保のための呼吸器を装着した途端に大喀血となった。「こんなに喀血して助かった人を知りません。覚悟しておいてくださいね。この間も30代の男性が…」
■父は救急治療後、集中治療室に移されたが、先生は規則を守ってＭＡＳＡへの注意と身内に面会をしてもらうように」とアドバイスをしてくれた。

■すると、にわかに数日前に銀行の待ち時間に見た週刊誌の記事の記憶がよみがえったのだ。

■危篤状態になった子どもたちが運び込まれる集中治療室で看護婦さんたちが体験したエピソードを元に一つの研究が発表された。

瀕死の状態から奇跡的に蘇生･治癒するのはラテンアメリカ系でアングロサクソン系と比較すると圧倒的に多い。

その違いはというと、家族にあった。メキシカンの子たちの家族は皆が病室に泊まりこみ絶えず語りかけ､神に祈る。アングロサクソンの子は一人で放っておかれる。(12対0)
治療方法は同じだから原因はそれしか考えられない。

■「そうだ、父は70過ぎとはいえ最後のお別れに来てもらうのではなく､みんなに甘え、祈りの力をもらって必ず元気になってもらおう。母はそれが言いたかったに違いない。」不思議とすぐにそんな気持ちになれた。

■その後､父は私たち子ども、孫、兄弟姉妹、甥姪、…何度も何度も…沢山の方々のパワーをもらって､2度の峠を越え､薬による記憶中枢への後遺症も無く、健康を取り戻し､新しい孫の誕生にも立ち会い､早9年余の年月が過ぎた。

■このようなエピソードがなければそれほど記憶に残っていなかったであろう、この記事が古い書類を整理していたらそっくりそのまま、それ以上の形で私の眼にとまることとなったのだ。日付からしてもこの雑誌ではなかったはず。誰からもらったのだろうが､全く記憶にない。ヒーリングと自然治癒力に関する講演レジメとアエラ2000.2.7号の特集記事だった。

■それはその時記憶に全く留まらなかったアンドルー・ワイルという著者の名前と彼の肖像写真と医師としての理念に関するものだった。

■さらに、この記事から「アンドルー・ワイル」という名前を知った直後に､いつもの美容院に行くと『癒す心、治る力』という文庫本がテーブルの上にあり、彼の名が目に留まるではありませんか!!これもまた、びっくりでしたね。

前置きが随分長くなりましたが､本題に入りましょう。

■きっかけはアンドルー・ワイル氏自身の肥満だった。(1996年ごろのこと。)

｢中性脂肪はもう下がりません。一生薬を飲み続けるしかないですね｣と健診で担当医が冷たく言い放ったという。

４年後の今は食生活の改善と適度な運動の組み合わせで体重は－15キロに｡したがって、尿酸もコレステロールも中性脂肪もほぼ問題なしに。

■西洋医学を修めながら代替療法を積極的に取り組む「統合医療」の旗手となった。

■西洋医学は病気の表面的な原因をたたくことばかりに熱心です。それもしばしば人工的な薬に頼る。体が本来持っている『治る力』を無視しています。
■体に備わった｢治る力｣｡それを博士は｢治癒系｣と呼ぶ。

■体は病気なると全力で治ろうとする｡それを信じ､うまく働くようにしてやるのが､私たちの仕事です､という｡
■…老人ホームにはラテンアメリカ系の入居者がいない。
老人ホームとは親族が世話をしたくない老人を預ける場所だが、ラテンアメリカ系の家族では､たとえ衰弱した老人でも家族の大切な成員とみなされ､最後まで一緒に暮らしている。

■私の講義に出席していた看護婦からこんな話を聞いたことがある。アリゾナ大学医療センターの看護婦で何年も前から小児科の集中治療室で働いていた。…先の記事の元なった具体的な内容…　(『ナチュラル・メディスン』春秋社)

■…自分が自分より大きな何かの一部であり、それに支えられていると実感している人が、…(一部略)…世界と自分とは何のつながりもないと感じている人より恐れの感情が少なく、健康なのである。
■昨年末にまた思いがけない亡き母の訪問があった｡｢あ､お母さん｡そういえば､玄関の鍵変えちゃったけど大丈夫だった？｣「ちょっと手間取ったけどねぇ」何か言いたげな、でもまあまあ明るいいつもの笑顔の母の感じが残っていた。さて今度はどんなことが待っているのでしょうか…

夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方　幸せ研究所　
知多クリック内　http://www.chitac.com/



以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2008.8.6














